
（拡充）環境的に持続可能な交通(EST)の実現に向けたモデル事業

（エネルギー特会） １００百万円(９３百万円)

水・大気環境局 自動車環境対策課

１．事業の概要

環境的に持続可能な交通(EST)モデル事業は、国土交通省・警察庁・環

境省との３省庁連携事業として、平成１７年度より実施してきており、

平成１９年度時点で全国２７地域において事業が展開されている。

環境省では、各モデル地域での施策に合わせて、交通需要者のESTに対

する取組喚起を促す事業を分担してきている。

平成２０年度においては、この事業に加え、新たに平成２０年度より

新規採択されたモデル地域に対して、CO2排出削減効果の調査に関する支

援を実施し、その結果をESTによるCO2削減効果としてデータベース化・

情報提供することで、ESTの全国への更なる普及推進を図る。

２．事業計画

調 査 項 目 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

①普及啓発事業の実施（継続）

②CO2排出削減効果調査（新規）

事業費：①７０百万円、②３０百万円

３．施策の効果

ESTモデル地域において、交通需要者にESTへの取組喚起を促すことで

ESTの地域への定着を図る。また、各モデル地域でのCO2排出削減効果の

調査を環境省からの支援で管理することで、その結果をデータベース化

・情報提供ができ、ESTの更なる普及推進が図れる。

４．備考

委託費 100,000千円

（内訳）EST普及啓発業務 70,000千円

CO2排出削減効果調査 30,000千円



◇環境的に持続可能な交通の実現を目指す先導的な地域を募集し、関係省庁、関係部局の連携により集中的に支援

◇モデル事業には、環境目標の設定・検証、取組効果の持続性の確保を求め、環境の観点から施策の効果を確保

◇自治体、地元経済界、交通事業者、道路管理者、警察関係者、ＮＰＯ等、地元の幅広い関係者が参加して事業を推進

・環境改善目標の設定（CO2排出削減量）

・排出削減計画策定

取組主体（事業者等）の継続的・

自立的取組体制の確保
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